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   3 試験に向けて 

令和 5 年秋期試験をアイテックが分析しました。 
 

３-１ 試験について 

応用情報技術者試験の応募者数，受験者数，合格者数は次のとおりでした。 
 

年 度 応募者数 受験者数 合格者数（合格率） 

平成 23 年度秋 56,085 36,498  8,612（23.6％） 
平成 24 年度春 55,253 35,072  7,945（22.7％） 

平成 24 年度秋 57,609 38,826  7,941（20.5％） 

平成 25 年度春 52,556 33,153  6,354（19.2％） 

平成 25 年度秋 54,313 34,314  6,362（18.5％） 

平成 26 年度春 47,830 29,656  5,969（20.1％） 

平成 26 年度秋 51,647 33,090  6,686（20.2％） 

平成 27 年度春 47,050 30,137  5,728（19.0％） 

平成 27 年度秋 50,594 33,253  7,791（23.4％） 
平成 28 年度春 44,102 28,229  5,801（20.5％） 
平成 28 年度秋 52,845 35,064  7,511（21.4％） 
平成 29 年度春 49,333 31,932  6,443（20.2％） 
平成 29 年度秋 50,969 33,104  7,216（21.8％） 
平成 30 年度春 49,223 30,435  6,917（22.7％） 
平成 30 年度秋 52,219 33,932  7,948（23.4％） 
平成 31 年度春 48,804 30,710  6,605（21.5％） 
令和元年度秋 50,643 32,845  7,555（23.0％） 

令和 2 年度 10 月 42,393 29,024  6,807（23.5％） 
令和 3 年度春 41,415 26,185  6,287（24.0％） 
令和 3 年度秋 48,270 33,513  7,719（23.0％） 
令和 4 年度春 49,171 32,189  7,827（24.3％） 
令和 4 年度秋 54,673 36,329  9,516（26.2％） 
令和 5 年度春 49,498 32,340  8,805（27.2％） 
令和 5 年度秋 56,073 37,763   8,753（23.2%） 

図表 11 応募者数・受験者数・合格者数の推移 

 

応募者数は，平成 23 年度春期まで 60,000 人台で推移してきました。その後，

徐々に減少し，平成 28 年度春期には 44,102 人にまで減りましたが，その後は春

期，秋期の平均 50,000 人前後で推移していました。その後，令和 4 年度から少

し応募者が増加し，春期が約 50,000 人，秋期は約 55,000 人です。一方，合格率
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については，この試験が開始されて以来ほぼ 20％台前半で推移してきましたが，

前回の令和 5 年度春期の合格率は 27.2％と，これまでの最高であった令和 4 年度

秋期の 26.2％を超えました。今回の令和 5 年度秋期は合格率が 23.2％と，例年並

みに戻りました。 
午前試験には，四肢択一の問題が 80 問出題されますが，出題範囲の各分野からの

出題数は，テクノロジ系 50 問，マネジメント系 10 問，ストラテジ系 20 問が標準に

なっています。また，各中分類からほぼ均等に出題されることが基本ですが，出題が

強化されている情報セキュリティ分野の問題は例年どおり 10 問出題されました。 
 

分野 大分類 中分類 
分野別 
出題数 

R5 春 
出題数 

R5 春 
出題数 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
系 

基礎理論 
基礎理論 

50 

7 
4 

7 
3 

アルゴリズムとプログラミング 3 4 

コンピュータ 
システム 

コンピュータ構成要素 

17 

5 

16 

4 
システム構成要素 4 4 
ソフトウェア 4 4 
ハードウェア 4 4 

技術要素 

ヒューマンインタフェース 

21 

0 

22 

1 
マルチメディア 1 1 
データベース 5 5 
ネットワーク 5 5 
セキュリティ 10 10 

開発技術 
システム開発技術 

5 
2 

5 
3 

ソフトウェア開発管理技術 3 2 
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系 

プロジェクト 
マネジメント 

プロジェクトマネジメント 
10 

4 4 4 4 

サービス 
マネジメント 

サービスマネジメント 
6 

3 
6 

3 
システム監査 3 3 

ス
ト
ラ
テ
ジ
系 

システム戦略 
システム戦略 

20 

6 
3 

6 
3 

システム企画 3 3 

経営戦略 
経営戦略マネジメント 

7 
2 

7 
3 

技術戦略マネジメント 2 1 
ビジネスインダストリ 3 3 

企業と法務 
企業活動 

7 
4 

7 
4 

法務 3 3 
合計 80 80 80 

図表 12 令和５年度春期，令和 5 年度秋期の分野別出題数 
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中分類ごとに出題数を集計すると図表 12 のようになります。今後もほぼ同じ

構成で出題されると考えられます。 
最近の試験では，新傾向問題といえる新しいテーマの問題が 15 問前後，それ

以外の新作問題が 10 問前後という出題が続いていますが，令和 5 年度秋期の試

験では，新傾向の問題が令和 5 年度春期の試験から 2 問減って 14 問，既出のテ

ーマについての新作問題が 6 問多い 16 問出題されました。過去問題やその改題

については，応用情報技術者試験の問題が 31 問，他の種別の問題が 19 問という

構成で，応用情報技術者試験の問題が増え，他の種別の問題が減りました。他の

種別の過去問題としては，基本情報技術者試験から 7 問，IT ストラテジストと情

報処理安全確保支援士がそれぞれ 2 問，その他の種別からは 1 問ずつ 8 問出題さ

れました。また，過去 3 年間の応用情報技術者試験の問題としては，令和 4 年度

春期が 5 問，令和 3 年度は春期，秋期ともに 3 問ずつ，令和 2 年度は 2 問出題さ

れました。また，平成 31 年度春期が 5 問，平成 30 年度から平成 26 年度までの

問題が 1，2 問ずつ，平成 23 年秋期が 1 問，平成 18 年秋期のソフトウェア開発

技術者試験から 1 問ずつ出題されています。 
問題の難易度については，高度試験の午前Ⅱレベルのやや難しい問題が 12 問，

基本情報技術者試験レベルのやや易しい問題が 8 問出題されました。ただし，実

際に試験を受けた人にとっての難易度は，問題の本質的な難易度だけではなく，

学習状況などにもよりますから，受験者が感じた難易度は，各人によって異なり

ます。 
午後問題については，必須問題である問 1 の情報セキュリティ分野の問題と，

選択問題である問 2～11 の 10 問から 4 問を選択し，合計 5 問の問題に解答しま

す。そして，選択した問題がそれぞれ 20 点満点で採点され，100 点満点中 60 点

以上が合格の条件です。難易度については，合格のための一つの目安である 7 割

程度の得点を目指すという観点で考えると，例年並みであったと考えます。 
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問 主題分野 テーマ 分
類 選択 

1 情報セキュリティ 電子メールのセキュリティ対策 T 必須 

2 経営戦略 バランススコアカードを用いたビジネ
ス戦略策定 S 

10 問中 
4 問選択 

3 プログラミング 2 分探索木 T 
4 システムアーキテクチャ システム統合の方式設計 T 
5 ネットワーク メールサーバの構築 T 
6 データベース 在庫管理システム T 
7 組込みシステム開発 トマトの自動収穫を行うロボット T 
8 情報システム開発 スレッド処理 T 

9 プロジェクトマネジメント 新たな金融サービスを提供するシステ
ム開発プロジェクト M 

10 サービスマネジメント サービスレベル M 

11 システム監査 情報システムに係るコンティンジェン
シー計画の実効性の監査 M 

※ 分類 S：ストラテジ系，T：テクノロジ系，M：マネジメント系 

図表 13 午後問題の出題テーマ  
３-２ 午前試験 

午前試験に出題された新傾向問題は，前述のとおり14 問でしたが，具体的な内容は次

のとおりです。テクノロジ系が 8 問，マネジメント系が1 問，ストラテジ系が5 問です。 
 

問 テーマ 
08 異なる目的に適した複数の種類のコアを搭載したプロセッサ 
14 IaC に関する記述 
15 フェールオーバーに要する時間を考慮した稼働率の計算 
21 MOS トランジスタの説明 
24 アイコンの習得性の説明（JIS X 9303-1） 
43 ランサムウェア感染による被害の低減に効果があるもの 
47 開発環境上でソフトウェアを開発する手法 
49 アジャイルソフトウェア開発宣言における“別のことがら” 
51 スコープ記述書に記述する項目（PMBOK®ガイド第 7 版） 
61 バックキャスティングの説明 
65 成果物が利害関係者の要件を満たしている証拠を得る検証手法 
68 顧客からの同意を段階的に広げるマーケティング手法 
73 AI を用いたマシンビジョンの目的 
75 コンティンジェンシー理論の特徴 

図表 14 新傾向問題 
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３-３ 午後試験 

必須問題の問 1 と，それ以外の 10 問から 4 問を選択して 5 問の問題に解答し

ます。最近の午後試験の傾向として，問題文の量が多くなってきたことが挙げら

れます。以前は，4 ページの問題が標準でしたが，最近は 5 ページの問題が標準

になっています。令和 5 年度秋期の試験では，4 ページの問題が 5 問，5 ページ

以上の問題が 6 問という構成でした。また，最近の試験では，文字数の多い記述

を求める設問がほとんど出題されていませんでしたが，令和 5 年度秋期の試験で

は，40 字以内という文字数の多い設問が，全体で 6 問ありました。なお，それぞ

れの問題のテーマと内容は次のとおりです。 
 

（問 1 必須問題） 

問 1 電子メールのセキュリティ対策（情報セキュリティ） 

電子メールのセキュリティ対策という題材で，パスワード付きで圧縮してファ

イルを送信する場合の問題点と対策，暗号化と電子署名の鍵の使い方，S/MIME
における電子証明書について問われました。一部に，最近は出題されていなかっ

た文字数の多い記述を求める設問がありましたが，その他は，午前試験レベルの

基本的な内容でした。 
 
（問 2～11 から 4 問選択） 

問 2 バランススコアカードを用いたビジネス戦略策定（経営戦略） 

バランススコアカードを用いたビジネス戦略策定と SECI モデルを使ったアクシ

ョンの推進について問われました。バランススコアカード中の空欄を埋める問題

は比較的容易でしたが，SECI モデルについては正しい理解が必要で少し難しか

ったと思われます。午前試験にも出題されるテーマですから理解しておきましょ

う。また，この分野では頻出の財務諸表の計算問題も出題されましたが，解答を

得るために幾つかのステップを踏む必要があるので各指標の計算式を理解してお

きましょう。 
 
問 3 2 分探索木（プログラミング） 

2 分探索木というテーマで，2 分探索木の探索，挿入処理の計算量，平衡 2 分探

索木を構成するためのアルゴリズムについて問われました。平衡 2 分探索木を構

成するための手法の回転操作が説明されていて，難しく感じたと思いますが，そ
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のアルゴリズム中には空欄はなく，アルゴリズムに従ったトレース問題が出題さ

れました。空欄のあるアルゴリズムは比較的容易で，計算量についても午前試験

レベルのものでした。 
 
問 4 システム統合の方式設計（システムアーキテクチャ） 

企業合併に伴うシステム統合を題材とした，システムの方式設計の問題でした。

具体的には，システム間で連携するデータの種類，統合後に廃止されるシステム

と移植する必要がある機能，SaaS とオンプレミスの違いについて出題されてい

ますが，いずれも問題文をよく読めば正解できる内容でした。 
 
問 5 メールサーバの構築（ネットワーク） 

メールサーバの構築を題材として，メール転送に関わる技術的な知識が問われま

した。具体的には，SMTP や HTTP，HTTPS 通信で使用されるポート番号，DNS
サーバに登録するリソースレコード，メール受信のための設定内容，不正メール

の中継を防止する対策などが出題されています。なお，一部に，メール転送に関

する専門知識が必要な設問がありました。 
 
問 6 在庫管理システム（データベース） 

 日用品を扱うネットショップの在庫管理の問題を解決するためのシステム改修

を題材に，E-R 図，SQL 文，商品個数に対する処理内容について問われました。

SQL 文は，在庫数の移動平均を求めるためのもので，データ分析に利用されるウ

ィンドウ関数が使われていました。ただし，構文については問題文に示されてい

て，それが理解できれば解答できる内容でした。また，E-R 図と処理内容につい

ても空欄を埋めるもので，問題文をよく読めば解答できる内容でした。 
 
問 7 トマトの自動収穫を行うロボット（組込みシステム開発） 

トマトの自動収穫を行うロボットという題材で，ロボットの状態遷移，タスク

が通知すべき情報，パルス制御によるサーボモーターの動き，超音波センサーに

よる障害物検知に必要な時間について問われました。パルス制御については，デ

ューティ比とサーボモーターの回転角度の関係が明確でないため，理解しにくか

ったかもしれません。また，障害物検知に必要な時間は，計算力が必要な問題で

した。 
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問 8 スレッド処理（情報システム開発） 

 スマートフォン向けサービスのためのアプリケーションソフトウェア開発を題

材に，スマートフォン向けアプリケーションの種類やスレッド処理について問わ

れました。3 回続けて設計以外の問題で，テーマに関する一定の知識を必要とす

る内容でした。モバイル機器向けアプリケーションや Web アプリケーションの開

発経験のある人にとっては比較的容易であったと思いますが，開発経験のない人

には難しかったと思います。 
 
問 9 新たな金融サービスを提供するシステム開発プロジェクト（プロジェクト

マネジメント） 

機械学習技術を採用した新たな金融サービスの開発プロジェクトを題材に，プロ

ジェクトの立ち上げ，ベンダー選定，プロジェクトメンバーの役割分担について

問われました。具体的には，アジャイル型開発アプローチ，業務委託，ベンダー，

プロダクトオーナーの選択（選定）理由，PoC の特性について出題されています。

全般的に素直な問題で，ほとんどで問題文にヒントが記述されていました。 
 
問 10 サービスレベル（サービスマネジメント） 

利用者部門からの要望に基づく新サービスの提供を題材に，サービスレベル項

目，社内及び外部との SLA，外部委託によるサービスデスクの運用について問わ

れました。解答しやすい素直な問題がほとんどでしたが，外部委託によるサービ

スデスクについては，処理量に合わせた要員の増減が難しい点に注意が必要でし

た。また，例年よりも文字数が多い 40 字以内の記述を求める設問が三つありま

した。 

 

問 11 情報システムに係るコンティンジェンシー計画の実効性の監査（システ

ム監査） 

東西の二つの拠点（センター）で情報システムを運用する事業者のコンティン

ジェンシー計画（CP）の実効性の監査を題材に，監査手続について問われました。

既存の CP や CP の訓練の実効性に対する監査手続に加え，CP 策定後の環境の変

化に応じた監査手続についても出題されています。監査に関する専門的な知識は

必要とせず，問題文をよく読めば正解できる問題でした。 
 



 

 32 

３-４ 令和６年度秋期の試験に向けて 

(1) 午前試験 
多くの過去問題に取り組んで，正解を暗記すれば合格できるというような話を

耳にすることがあります。しかし，新作問題が毎回出題されますし，表現を調整

して選択肢の順番を変えるような改題も増えていますから，正解の暗記だけでは

午前試験をクリアすることは難しいでしょう。シラバスに沿ったテキストや専門

書などを利用して試験範囲を一通り学習し，その後，問題演習を行って試験に備

えるという一般的な学習スタイルが理想ですが，そのような時間が取れないとい

う方も多いのではないでしょうか。そのような方には，過去問題を教材とした学

習が効果的です。試験に合格するという目的だけからすると，試験範囲で重要な

ところは，試験問題としてよく出題されるところです。また，広い試験範囲の内

容を漫然と学習するのではなく，問題ごとに学習範囲を絞り込むことによって，

集中して学習することができます。ただし，過去問題に取り組んで正解すれば終

わりということではなく，正解以外の選択肢が誤りである理由や，各選択肢の用

語の意味まで調べて知識として身に付けるようにしなければなりません。このと

き，年度別に過去問題に取り組むのではなく，分野別にまとめて取り組み，問題

を教材として関連知識まで学習します。そうすることで，過去に出題されたこと

のあるテーマの新作問題にも対応可能になります。また，新傾向問題の半数以上

は，正解以外の選択肢が，既出問題で問われた用語や記述になっています。既出

問題に正解できる知識があれば，消去法によって正解を導くこともできるように

なります。なお，弊社ではこうした学習のための教材として，分野別に学習効果

の高い過去問題を選び，知識を体系的に整理できるよう配慮した「高度午前Ⅰ・

応用情報 午前試験対策書」という書籍を用意しておりますので，ぜひご活用くだ

さい。 
ただし，このような学習方法は，基本情報技術者試験の午前試験合格レベルの

知識を体系的に学習済みであることが前提です。情報処理技術者試験の受験経験

のない方が，いきなり応用情報技術者試験にチャレンジするということも増えて

いるようですが，基本情報技術者試験レベルの体系的な知識がないと，午前試験

の問題は何とか正解できるようになっても，午後試験向けの学習でつまずくこと

になります。午前試験の学習が一通り終わったと思っても，午後試験の問題の演

習で知識が不足していると感じている方は，まず，不足している知識を充足する

ことが合格への近道です。また，この試験の出題範囲は広く，学習のためにはか
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なりの時間を必要とします。得意な分野と不得意な分野を交互に学習するなど，

自身のやる気の維持にも気を遣って，学習意欲を継続する工夫をしましょう。 
  
(2) 午後試験 

選択する分野に関わらず，問題発見能力，抽象化能力，問題解決能力などが，

“知識の応用力”として問われます。具体的には，問題文に記述されている事例

や，技術や概念の説明などに対する設問について，自分の能力と知識を応用して

解答する力が試されます。合格のために必要となる“知識の応用力”を身に付け

るためには，まず，過去に出題された問題を知ることが大切です。特に，記述式

の設問に対しては，解答が安易すぎたり，難しく考えすぎたりしないように，解

答の適切なレベルとはどの程度なのかを正しく理解してください。IPA のホーム

ページには，過去に出題された問題と解答例が掲載されています。これらを活用

して，まず，試験問題を知るということを心がけてください。 
午後問題では，時間が足りないという感想を多く聞きます。制限時間を決めて，

過去問題に挑み，時間内で解答できるようにするための問題文の読み方，ヒント

や解答の根拠の見いだし方を身に付けるようにしましょう。IPA から発表されて

いる解答例を見ると，制限字数を超えない限り，それほど字数にこだわる必要は

ないように思われます。また，表現などについても，あまり神経質になる必要は

ありません。解答のポイントとなるキーワードが記述されていれば，正解になる

可能性が高いので，自分が考えついた解答内容を短時間で正しく記述できるよう

に練習しておきましょう。 
午後試験では国語力が重要になりますが，それだけでは合格することはできま

せん。その前提として，午前試験レベルの内容に対する正しい理解が必要になり

ます。いくら午後問題の演習を繰り返しても，午前試験レベルの正しい理解がな

いと，解答のポイントを見いだせるようになりません。また，問題文も一定の知

識を有していることを前提に記述されているので，正しく読み取ることはできま

せん。こうしたことから，午前試験に向けた学習は，午前試験をクリアするため

だけではなく，午後試験をクリアするためにも重要になります。 
午前試験の学習を一通り行ってから，午後試験の学習に移る方が多いと思いま

す。午後問題の学習に移っても，問題中に不安なところがあれば，関連する午前

問題を利用して知識を確実にするようにします。また，毎日，10 問程度の午前問

題に取り組むようにして，知識を維持，定着させるようにすると良いでしょう。
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午後試験向けの学習が進まない原因のほとんどが，午前試験レベルの知識に対す

る理解不足です。午後試験の学習が進まないと感じたら，その分野の午前試験レ

ベルの復習をするようにしましょう。 
実際の試験では，馴染みのないテーマ，形式の問題が出題されると，混乱して

しまって必要以上に難しく感じてしまいがちです。このような混乱を避けるため

には，選択する 4 分野の他に 2 分野程度の問題に対処できるように学習しておく

必要があります。また，止むを得ず馴染みのないテーマの問題を選択せざるを得

ないときには，正解できる設問で確実に得点できるように落ち着いて取り組める

ようにしておきましょう。そのためには，自分が十分に学習したという自信が大

切です。 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions false
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create high quality Adobe PDF documents suitable for a delightful viewing experience and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 7.0 and later.)
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


